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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本日は「授業改善サポーター養成講座 研修1」にご参加いただき、誠にありがとうございます。�これから約3時間、皆さんと一緒に授業改善サポーターとしての基礎を学んでいきます。本研修は単なる知識習得ではなく、実際に自校で授業改善を推進できる人材を育成することを目的としています。本日はその第一歩として、役割の理解、IDの基本視点、そして改善提案の実践までを扱います。どうぞよろしくお願いいたします。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本講座の目標は大きく3つあります。�第一に、授業改善サポーターとして、各種ツールや理論を活用しながら授業改善のためのコンサルテーションができるようになることです。�第二に、自校で授業コンサルテーションを普及させるための施策を、個人レベルと組織レベルの両方で提案できることです。�第三に、サポーター同士が支え合い、継続的に学び合えるコミュニティを形成することです。�単発のスキル研修ではなく、実践と継続を重視した設計になっています。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本研修は反転学習型で実施します。事前に動画教材や資料で基礎知識を学んでいただき、当日は演習やディスカッションに時間を使います。�受け身で聞くだけの研修ではなく、皆さんが主体的に考え、発言し、検討することを重視します。�
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここでは研修全体の流れを確認します。�研修1・研修2・研修3の間に、事前学習と事後課題があります。�インプット → 実践 → 省察 → 再実践、というサイクルを回していきます。�このプロセス自体が授業改善のモデルにもなっています。ぜひ自校での改善活動にも同様の循環を取り入れてください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート

本日の研修1は「授業改善サポーターの基礎」がテーマです。�特に、IDの観点からシラバスを検討すること、具体的な改善提案を考えること、そして自校での普及をどう進めるかを検討すること、この3点に焦点を当てます。�理論と実践を往還しながら進めていきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
セッション1では、授業シラバスの改善提案を行います。�シラバスは単なる事務書類ではなく、授業設計の設計図です。�ID、つまりインストラクショナルデザインの観点から整合性を確認し、どのような改善が可能かを具体的に考えていきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここで改めて考えてみましょう。�授業改善サポーターとはどのような存在でしょうか。�相談を受けたとき、私たちは評価者ではなく支援者です。�一緒に考え、事実を整理し、より良い方向を提案する伴走者であるという視点を持つことが重要です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここでは、授業改善サポーターの活動事例の一部を紹介しています。�サポーターの支援にはさまざまな種類がありますが、まず基本となるのが「授業観察」と「フィードバック」です。
授業観察では、感覚的な印象ではなく、客観的な事実を丁寧に確認します。学生の反応、教師と学生のやり取り、時間配分、教材の使われ方などを具体的に見ていきます。
その上で行うのがフィードバックです。ここでは授業の構造や教材の使い方、問いかけの方法などについて、建設的な視点で助言を行います。
さらに、アクティブラーニングの導入提案も代表的な支援の一つです。グループワークやピアインストラクションなど、学生参加型の方法を取り入れることで、参加度の向上を図ります。
このように、観察・分析・提案という流れが、サポーターの基本的な支援の型になります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここでは、授業設計や教材に関わる支援事例を紹介しています。�サポーターの支援は授業中のやり取りだけでなく、授業の設計そのものにも及びます。
まず「教材の再評価と改善」です。スライド資料や教科書、オンライン教材が学習目標と整合しているか、学生にとって理解しやすい構成になっているかを確認します。
次に「授業計画の見直し」です。授業の流れが学習目標達成に向けて適切に設計されているかを一緒に検討します。
さらに「参加型アセスメントの設計」も重要です。クイズや小テストを活用して理解度を確認するだけでなく、学生の主体的参加を促す評価方法を考えます。
このように、授業設計の段階から支援できることが、授業改善サポーターの専門性の一つです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここでは、より広い視点からの支援事例を示しています。�授業改善は教室内の工夫だけではなく、学習環境全体の設計とも関係しています。
まず「教育テクノロジーの活用」です。オンラインフォーラムや共同作業ツールを活用することで、授業外での学習機会を広げることができます。
次に「コミュニケーションの促進」です。オフィスアワーの設定やオンラインでの質疑応答の機会を設けることで、学生が質問しやすい環境を整えます。
また、「教育方法の多様化」や「モチベーション向上の工夫」も支援対象になります。ワークショップ形式や実習、目標設定の工夫などを通して、学習意欲を高めることが可能です。
このように、授業改善サポーターの支援は多面的であり、授業設計・環境設計・動機づけ設計まで広がっていることを理解していただければと思います。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここまで、授業改善サポーターの活動事例をいくつかの観点から見てきました。�ここでは、それらをまとめて整理しています。
サポーターの支援には大きく分けて、�① 授業の実施場面に関わる支援（観察・フィードバック・参加促進）�② 授業設計や教材に関わる支援（シラバス改善・教材再設計・評価設計）�③ 学習環境や組織的側面に関わる支援（ICT活用・コミュニケーション設計・動機づけ設計）�といった多様な種類があります。
重要なのは、「どれか一つをやればよい」というものではないということです。�授業改善は一つの要因で決まるものではなく、目標・方法・評価・環境など、複数の要素が絡み合っています。
授業改善サポーターは、単なるアドバイザーではなく、�授業全体を俯瞰しながら、どこに課題があり、どこから手をつけるのが効果的かを判断する存在です。
このスライドでは、サポーターの役割が「多面的」であり、「設計思考」を必要とする専門的な役割であることを改めて確認してください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここからは、いよいよ具体的な実践に入ります。�これまで確認してきた授業改善サポーターの多面的な役割を踏まえ、今回は「シラバス」に焦点を当てます。
シラバスは単なる事務的な文書ではありません。�授業の目標、内容、方法、評価を示す「授業設計の設計図」です。�つまり、授業改善の出発点でもあります。
ここで重要なのは、表面的な修正ではなく、インストラクショナルデザイン（ID）の観点から整合性を確認することです。
・学習目標は明確か�・評価方法は目標と一致しているか�・学習活動は目標達成につながっているか�・学生の主体的な学習を促す設計になっているか
こうした視点でシラバスを読み直してみてください。
授業改善サポーターとしての第一歩は、「設計を見る目」を養うことです。�この後の演習では、その視点を使って具体的な改善提案を考えていきます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここでは、IDの観点からシラバスや指導案を確認するためのチェックポイントを示しています。
授業改善サポーターとして重要なのは、「なんとなく良さそう」「少し分かりにくい」といった感覚的な判断ではなく、理論に基づいて具体的に検討できることです。�このチェックリストは、そのための視点を提供するものです。
例えば、「学習時間の長さではなく到達度で判断しているか」という項目があります。�これは、学習成果が明確に定義されているかどうかを見る視点です。
また、「自分のペースで学習できる工夫があるか」「研修の全体像が示されているか」という項目は、学習者中心設計や見通しの提示といった原理に関わっています。
さらに、「練習機会が十分にあるか」「評価と同じレベルの仕上げ練習があるか」という項目は、目標と評価の整合性を確認する視点です。
これらの項目はバラバラに存在しているのではなく、すべて「目標・方法・評価の一貫性」という原則につながっています。
このチェックリストを使いながら、単なる改善提案ではなく、「なぜそれを改善すべきなのか」を説明できる提案を目指してください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここでは、IDの基礎知識を改めて確認します。
先ほどご紹介したチェックリストの各項目について、�「この項目は何を意味しているのか」�「なぜそれが重要なのか」�「どの理論やモデルと関連しているのか」�を、グループで整理してみてください。
例えば、「到達度で判定しているか」という項目は、成果基準型の設計に関わっていますし、「練習機会があるか」という項目は、ガニェの教授事象や形成的評価とも関連します。
単にチェックリストを使うのではなく、その背後にある理論的意味を理解することが、サポーターとしての専門性につながります。
分からない点は遠慮なく共有し、お互いに説明し合ってください。�「説明できること」は「理解していること」です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここでは、事前課題③で作成していただいた「授業シラバスの改善提案」をグループで共有していただきます。
まずは、それぞれがどのような観点から改善提案を行ったのかを簡潔に説明してください。�特に、
・どの部分を改善したのか�・なぜそこを改善すべきだと考えたのか�・どのIDの視点を使ったのか
を意識して共有してください。
そのうえで、グループ内で「さらに良くできそうな点はないか」を検討します。�IDチェックリストを参考にしながら、目標・評価・方法の整合性という観点で見直してみてください。
目的は正解を出すことではなく、設計を見る目を磨くことです。�互いの提案から学び合う時間にしてください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
セッション1を終えて、疑問に思ったこと、気がついたことで共有したいことはありますか。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に、セッション２　授業をより良くするための具体的な提案　を考えてみましょう。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
科目デザインにおける工夫チェックリストです。LMSの教材モジュールでの学びを活用して、授業設計を見直してみましょう。こちらにヒントの一覧があります。
認知的発達を促す授業方法、評価と単位認定の見直し、学習目標の高度化という3項目があります。これは、授業を構成する３要素の学習目標、評価、教授方法にあたります。では、ここで、この３つの視点の重要性を確認してみましょう。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
メーガーは、教育設計を考えるときに、非常にシンプルで本質的な3つの問いを提示しています。
第一に、「どこへ行くのか？」�これは学習目標を明確にするということです。�学習者が最終的に「何ができるようになるのか」を具体的に示します。�ここが曖昧だと、授業全体の設計がぶれてしまいます。
第二に、「たどり着いたかどうかをどうやって知るのか？」�これは評価の設計です。�学習者が目標に到達したかどうかを、どのような方法で確認するのかを決めます。�目標と評価が一致していなければ、適切な判断はできません。
第三に、「どうやってそこへ行くのか？」�これは教授方略、つまり教え方や学習活動の設計です。�講義、演習、グループワーク、実習など、目標達成に最も効果的な方法を選びます。
重要なのは、この3つが整合していることです。�目標・評価・方法が一貫しているとき、授業は機能します。�逆に、どれか一つでもずれていると、学習効果は大きく下がってしまいます。
この3つの問いは、授業改善サポーターにとって「設計を見るための基本レンズ」になります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここでは「どこへ行くのか」という問い、つまり学習目標について考えます。学習目標とは、授業の終わりに学習者が何をできるようになるのかを示す到達点です。単に内容を教えることではなく、どのような行動や成果が期待されるのかを明確にすることが重要です。
山に登るという例で考えてみましょう。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
どこへ行くのか、何を目指すべきか、という目標によって、山登りといっても達成する目標や、達成したかを検討する仕方は異なります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
例えば「楽しく思い出を作りたい」「身体を鍛えたい」という目標も、具体化しなければ設計はできません。目標を明確に言語化することで、何を重視すべきかが見えてきます。ここが曖昧だと、評価も方法も定まりません。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次に「たどり着いたかどうかをどうやって知るのか」という評価の問いです。評価はテストだけではありません。目標が達成されたかどうかを確認するための方法を事前に考えておくことが、設計の質を高めます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
例えば、山頂で写真を撮る、時間を測る、筋肉量を測定するなど、目標に応じて評価方法は変わります。大切なのは、評価が目標と一致していることです。目標と無関係な評価では、適切な判断はできません。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
そして三つ目が「どうやってそこへ行くのか」という教授方略です。歩いて登るのか、ロープウェイを使うのかで体験は大きく変わります。授業でも同様に、目標達成に最も適した方法を選択することが求められます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ロープウェイで登る、険しい道を選ぶなど、方法は目的によって選び分ける必要があります。身体を鍛えることが目的なら、楽な方法は適しません。このように、目標と方法の整合性を常に確認することが重要です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここでは整合性がとれていない例を示しています。楽しい思い出を作りたいのに、険しい道を走らせる設計では目的と方法がずれています。授業でも、目標・評価・方法が一致しているかを常に点検する必要があります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ガニェは学習成果を複数の種類に分類しています。言語情報、知的技能、認知的方略、運動技能、態度などです。成果の種類によって、適切な指導方法や評価方法は異なります。まずは成果の性質を見極めることが大切です。例えば、知識を覚える学習と、技能を身につける学習では評価の方法が違います。再生を求めるのか、未知の課題への適用を求めるのかで設計は変わります。成果の種類に応じた指導と評価を行うことが重要です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
科目デザインにおける工夫の一覧に戻ると、学習目標、評価、教授方法に関して、３つのモジュールが用意されており、事前学習でどれか一つのモジュールを学習してきたと思います。これから、学んできたモジュールに関する理解を深めてもらいたいと思います。このグループをエキスパートグループと呼びます。
それぞれの専門性を高めてもらうことを目的としたグループでの活動をしてもらいます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
エキスパートグループでは、割り当てられたアイディアについて理解を深めます。疑問点を整理し、自分の言葉で説明できるように準備してください。理解を共有することで、より深い学びにつながります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
最後に、これまでの議論を踏まえて授業改善提案をアップデートします。チェックリストの中から活用できそうな項目を選び、どのように具体的に変更できるかを考えてください。設計の整合性を意識することが鍵になります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
//この活動はオプションです。時間があれば、入れてください。

では、これまでのグループでのディスカッションを踏まえ、科目デザインにおける工夫チェックリストの
適応できそうな項目をチェックし、どのように変えられるか、各自考えてみてください。今日の事後課題にもなっているので、今のうちに、自分の考えを整理しメモを取っておきましょう。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここからは、自校で授業コンサルティングをどのように普及させていくかを考えます。個人の実践だけでなく、組織としてどのような仕組みを整えることができるのかが重要です。アンケート結果も参考にしながら、現状と課題を整理していきましょう。


LHR(CHITIIRENEYR— MNEEOD
SRR - 7 >0 — MER

- 2R HENREYR—FI(ICEAT D7 > — MER.pdf

FEAYILT o D OEIAR 0 UTULND79.9%. L TLVRLY
20.3%

R }g%: YL~ )00)7'5*}% giizggigzﬁgigggcﬁtm COESBEERTTO—F & 1

| RSP -yt
B =551t 23t
B =esE 224

B 722 3 9 FRHEOEE
251%

50
40
30
: B o - Ry —TOsE
201
. B 77/0v-0ER 124
. . B 30270l 1564

0 : 4 « M wmemgs 06

{’@% "f%\ %%& @’%‘@ i 6\5@ 65?‘& 63‘& @;‘;’4‘: & 5

" ’ @ g 4l " N o
Y K ,,3«3\ NG <>-,) y 4 ,&*@

< Y X ) 7 §
)? < A %/)
n 7 &
()/ /)'*


プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
全専研での実施状況を見ると、多くの学校で授業コンサルティングが行われていますが、まだ十分に広がっていない側面もあります。実施している学校はどのような方法を取っているのかを確認し、自校に応用できる点を探ります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここでは授業改善活動を整理するためのテンプレートを示しています。組織的活動と個人的活動に分けて、誰が、誰に対して、どのような目的で行うのかを明確にします。活動を構造化することで、改善の方向性が見えやすくなります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
事前学習で作成した授業改善活動レポートを共有します。他校の取り組みを知ることで、自校では見えていなかった視点や方法に気づくことができます。組織レベル、個人レベルで何ができそうかを具体的に検討してください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
ここでは研修の振り返りとしてアクションプランを考えます。普及施策、サポーター業務、自身のスキル向上という三つの観点から、具体的な行動計画を立ててください。小さくても実行可能な一歩を明確にすることが大切です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
では、今回の研修のまとめです。研修1で扱った内容を踏まえ、次回までの課題を確認します。アクションプランと省察レポート、実施報告の準備、そしてシラバス改善提案のアップデートが求められます。実践と省察の循環を意識してください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
まずは、本研修の前後で実施しする研修1の事後学習と、研修2の事前学習です。４つあります。まず、実施報告について説明します。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
授業改善サポーター実施報告書の基本構成を示しています。目的、背景、方法、結果、分析などを体系的に整理することで、活動の価値を明確に伝えることができます。報告書は実践を言語化する重要なプロセスです。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
サポーターの役割には観察者、フィードバック提供者、リソース提供者、研修実施者などがあります。単に助言するだけでなく、教師の成長を支える多面的な支援者であることを理解してください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
さらに、コーチ、研究者、調整者、計画者、評価者、問題解決者などの役割もあります。授業改善は一方向的な指示ではなく、協働的なプロセスです。状況に応じて役割を使い分けることが求められます。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
実施方法授業観察やフィードバック、教師インタビューなどの具体的な方法を紹介しています。構造化観察や半構造化インタビューなど、目的に応じて方法を選択することが重要です。方法の選択が質を左右します。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
生徒アンケートやグループインタビュー、文献レビュー、ワークショップ、アクションリサーチなど、多様な方法があります。データに基づく改善を意識し、客観的な根拠を持って提案できるようにしましょう。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
教材開発や環境分析、データ分析なども有効な手法です。学習成果や出席状況などのデータを活用することで、改善の効果を測定できます。感覚ではなくデータに基づく支援を目指します。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
再び前田先生の事例を通して、サポーターが何をできるかを考えます。観察、分析、提案という流れを意識しながら、理論と実践を結びつけて考えてみてください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
授業観察からアクティブラーニング導入まで、支援の具体例を整理しています。重要なのは、目標・評価・方法の整合性を保ちながら提案することです。設計の視点を常に意識してください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
報告書の具体例を示しています。エグゼクティブサマリーや背景、目的を明確に書くことで、活動の意義が伝わります。論理的な構成で記述することが大切です。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
実施過程や結果、評価と分析の書き方を示しています。改善の成果だけでなく、どのようなプロセスを経たのかを具体的に記述することで、再現性のある報告になります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
反省点や学び、付録、参考文献なども含めて整理します。自己評価を行うことで、次の改善につながります。報告書は自己成長の記録でもあります。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
講座の流れです。次回の研修2までに、研修1事後学習と研修2事前学習を進めてきてください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
本研修を受講すると、以下の３点をできるようになることを目指しています。
・授業改善サポーターとして、各種ツールを活用して授業改善のためのコンサルテーションを行うことができる
・自校における授業コンサルテーションの普及を目指した施策を、個人レベル、組織レベルで提案することができる
・授業改善サポーターとして相談し支援し合えるコミュニティを形成する

それぞれの組織、個人の役割などで、どのようなサポートが可能かは変わってきます。自分自身で、個人レベル、組織レベルで何を目標にするのか設定してください。その達成度を評価する方法、達成するための方法を検討してみてください。せっかくですので、本日、グループで一緒になった先生方とも交流しながら有意義な１ヶ月にしてください。
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プレゼンターのノート
プレゼンテーションのノート
次の研修までにわからないことなどありましたが、事務局、または、講師へお問い合わせください。
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